わが 車 は、 と ある 村に 入りぬ。 

軒 ごとに 吊り ほせる かけ 菜の、 あるかな きかの 風に ゆ 

ら めきて、 鶏の こ ゑ、 長閑に きこ ゆ。 

轍に おこる 麈 かろく 舞 ひ、 藪ぎ はの 緋 桃の 花、 ほろ 

りく 散る。 高 安の 春、 いま 闌 なり。 

おまわ 

いつしか、 村 を はなれつ。 からく と 軋り 行く 輞の 

右左、 みだれ 咲く 菜の 花 遠くつ、 V きて、 蒸す ばかり 立 

ちの ぼる 花の香の 中 を、 黄なる、 白き、 酔 心地に 蝶の 

飛びて は 憩 ひ、 いこ ひて はとぶ。 いづこ ともなく、 箴 

のおと きこ ゆ。 

見れば、 わが 行く手に あたりて、 常緑樹の 森 あり。 音 



は、 其方より 聞え 来るな り。 

此音を 耳に して、 われ は、 ゆく りなく も、 旧き 記憶 を 

よびおこして、 回想の 忘れ 路を たどりぬ。 

恋の 淵. 峯の 薬師. 百済の 千 塚な ど、 通 ひなれ て は、 

そなたへ 足む くるもう とましき に、 折し も 秋な かば、 

汗に じむまで 晴れ わたりた る 日 を、 た > 一 人、 小さき 

麦稈帽子 うち 傾けて、 家 を 出で つ。 

山鳩の、 梢に 羽ぶ く 音 だに 聞 ゆる 淋しき 山路 を、 「あ、 

正 成よ」 など、 高らかに うた ひつ、 登る。 

この 道 は、 平 群の 櫟 本へ 出づる なりと か。 

もみ ぢに はま だし けれど、 聞きお よぶ 竜 田へ は 一 一里 を 



こえず と、 よべ 乳母の 語れる に、 いで さらばと 志し、 

なりき。 

行け ど/ \山 かさなりて、 峠な ほ 遥かなる に、 曰 は、 

や 大阪の 海に 傾き か、 り、 大空 は、 いよ、 青ず みて、 

行き かふ 雲 だに なし。 

夕べの 山路に は、 人 かど ふ 神の 出る ものよ と 聞け リし 

かば、 暮れ はてぬ 程に ともと 来し 道 を ひた くだりに 走 

せく だる。 

山の 尾 をい くめぐ リ、 谷に そ ひ、 谷 を わたり、 森の か 

げ路の を ぐらき に は、 落葉 ふむ 跫音 にもお びえ つ、、 

を 力 ぼ 

や、 里 近くな りたる 処に、 山 畠の 陸稲の、 方 一反、 波 



うちかへ すが 中に 交りて、 大きなる 柿の 木の 枝 もと 

を、 に 実りた るが、 折からの 入日 をう けて 立ちた る。 

と 見れば、 その 木の本に 小 家 ありて、 其 内より 機お リ 

唄の きこえ 来るなら ず や。 

ひそ/^ と 忍びより て 障子の 穴より うか > ふに、 さ だ 

すぎた る 女の、 頰 にみ だれか、 る 髪 かき も あげで、 泣 

きて はうた ひ、 唄 ひて は 泣き、 何に なくら む、 かなし 

げ にうた へ るな りき。 

様 は 遠 州 浜 名の 橋よ、 いま は とだえて 音 もせぬ。 

ぬし 

さて は此 女、 柿 主な りなと 思 ひつ、、 手ごろの 石 拾 ひ 

あつめ、 柿の 木に むかひて うちつ くるに、 二つ 三つ 四 



つ、 がさ/ \ と 音して、 叢に まろび 落ちた る を、 抉に 

おしいれて、 立ち上らむ とする 時、 「た そ」 と咎 むる 声 

して、 障子 さとうち 開き、 見いだ したる は、 かの 女な 

りさ。 

一 目 見る より、 われ は 背戸の ふし 垣 ふみこえて、 走り 

出で ぬ。 

後に つ、 V く 音す るに、 顧れば、 さ をなる 顔に ほ つれ 毛 

うちみ だし、 細き 目に 涙た、 へたる 柿 主の 女の 追 ひ 来 

しなり き。 

われ は 立ちす くみぬ。 

女 は 近より て、 やに はにわが 手 をぐ と 把り ぬ。 われ は 



告げん。 

と 云 ふに、 捕 へられた る 手 うちはら ひて 遁 れんと する 

抉より、 紅の 珠 二つ 三つ、 ころくと 転び 出で ぬ。 

それ 見 給へ。 

と 女 は 冷 かに 笑みて、 わが 顔を靦 きこみぬ。 われ はえ 

堪 へず、 声 あげて 泣きぬ。 

頰を ふ 涙 はら ふ/ \、 逃げ 下りつ。 

裾 曲 を 流る、 里の 小川の 板 橋に 立ちて、 ふリか ヘリぬ 

見 上 ぐれば、 靄 こめた る 山 畠の 小 家に は、 早 や 灯 きら 

めきぬ。 

かすかに きこ ゆる は箴 うつ 音。 



底本 ： 「日本の 名 随筆 S 音」 作品 社 

1984 (昭和 S) 年 n 月 s 日 第 ー 刷 発行 

1999 (平成：：：) 年 4 月^日 第 n 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「折 口 信 夫 全集 第三 十 巻」 中央 公論 社 

1968 (昭和^) 年 4 月 初版 発行 

入力 ： 門 田裕志 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 

2 003 年匸 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



